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院
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考

委
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会

付　
　

託

委
員
会

議　
　

決

本
会
議

議　
　

決

委
員
会

付　
　

託

委
員
会

議　
　

決

本
会
議

議　
　

決

1

国
家
行
政
組
織
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
理
等
に
関
す

る
法
律
案

五
八
、
九
、
八

五
八
、
一
〇
、
一
一

受　
　
　

領

五
八
、
一
一
、
一
八

五
八
、
一
一
、
二
六

可　
　

決

五
八
、
一
一
、
二
八

可　
　

決

五
八
、
九
、
二
〇

五
八
、
一
〇
、
七

可　
　

決

五
八
、
一
〇
、
一
一

可　
　

決

Ｑ
乙

総
務
庁
設
置
法
案

九
、
八

一
〇
、
一
一

受　
　
　

領

一
一
、
一
八

　
　

一
一
、
二
六

可　
　

決

　
　

一
一
、
二
八

可　
　

決

九
、
二
〇

　
　

一
〇
、
七

可　
　

決

　
　

一
〇
、
一
一

可　
　

決

３

総
理
府
設
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法

律
案

九
、
八

　
　
　

一
〇
、
二

受　
　
　

領

一
一
、
一
八

　
　

一
一
、
二
六

可　
　

決

　
　

一
一
、
二
八

可　
　

決

九
、
二
〇

一
〇
、
七

可　
　

決

　
　

一
〇
、
一
一

可　
　

決

　

五
八
一
一
、
一
八

本
会
議
で
趣

旨
説
明
聴
取

４

総
務
庁
設
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案

九
、
八

　
　
　

一
〇
、
一
一

受　
　
　
　

領

一
二
八

一
一
、
二
六

可　
　

決

　
　

一
一
、
二
八

可　
　

決

九
、
二
〇

一
〇
、
七

可　
　

決

　
　

一
〇
、
一
一

可　
　

決

５

行
政
事
務
の
簡
素
合
理
化
及
び
整
理
に
関
す

る
法
律
案

右
に
よ
り
「
診
療
放
射
線
技
師
及
び
診
療

エ
ッ
ク
ス
線
技
師
法
」
の
題
名
を
「
診
療

放
射
線
技
師
法
」
に
改
正

九
、
八

　
　
　

一
〇
、
一
一

受　
　
　

領

一
一
、
一
八

　
　

一
一
、
二
六

可　
　

決

　
　

一
一
、
二
八

可　
　

決

九
、
二
〇

　
　

一
〇
、
七

可　
　

決

　
　

一
〇
、
一
一

可　
　

決

第
九
十
八
回

国　
　

会

　
　

3
9

国
家
行
政
組
織
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案

五
八
、
三
、
一
一

　
　

五
八
、
一
〇
、
一
一

受　
　
　

領

五
八
、
二
、
一
八

五
八
、
一
一
、
二
六

可　
　

決

五
八
、
一
一
、
二
八

可　
　

決

五
八
、
九
、
八

内　
　

閣

　
　

九
、
二
〇

行
政
改
革

特
委
に
付

託
替

五
八
、
一
〇
、
七

修　
　

正

五
八
、
一
〇
、
一
一

修　
　

正

　

五
八
、
一
一
、
八

本
会
議
で
趣

旨
説
明
聴
取



国
家
行
政
組
織
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律

の
整
理
等
に
関
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
一
号
）
（
衆
議
院
送
付
）

五
八
、　

九
、　

八　

内
閣
提
出

九
、
二
〇　

衆
本
会
議
趣
旨
説
明

一
〇
、
一
一　

衆
可
決

一
一
、
一
八　

参
本
会
議
趣
旨
説
明

一
一
、
二
八　

参
可
決

要
旨

　
　

本
案
は
、
国
家
行
政
組
織
法
に
つ
い
て
、
行
政
需
要
の
変
化
に
即

　

応
し
た
効
率
的
な
行
政
の
実
現
に
資
す
る
た
め
、
国
の
行
政
機
関
の

　

組
織
編
成
の
弾
力
性
を
高
め
る
と
と
も
に
、
併
せ
て
そ
の
基
準
を
一

　

層
明
確
に
す
る
た
め
の
改
正
を
行
う
こ
と
に
伴
い
、
各
省
庁
設
置
法

　

等
関
係
法
律
二
百
三
件
に
つ
き
必
要
な
整
理
等
を
行
お
う
と
す
る
も

　

の
で
あ
つ
て
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

一
、
国
家
行
政
組
織
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を
、

　
　

昭
和
五
十
九
年
七
月
一
日
と
定
め
る
こ
と
。

　

二
、
各
省
庁
設
置
法
等
関
係
法
律
（
総
理
府
及
び
行
政
管
理
庁
関
係

　
　

を
除
く
。
）
中
、
整
理
を
要
す
る
も
の
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行

う
こ
と
。

（
一
）
各
省
、
各
委
員
会
及
び
各
庁
設
置
法
等
に
つ
い
て
次
の
改
正

　

を
行
う
こ
と
。

　

1　

新
た
に
省
庁
等
全
体
の
所
掌
事
務
の
規
定
を
設
け
て
、
従

　
　

来
の
各
部
局
の
事
務
の
規
定
を
一
括
掲
記
す
る
こ
と
。
た
だ

　
　

し
、
各
省
庁
の
官
房
等
に
共
通
的
に
規
定
さ
れ
て
い
る
事
務

　
　

及
び
こ
れ
に
対
応
す
る
権
限
の
規
定
を
削
る
こ
と
と
す
る
こ
と
。

　

２　

官
房
、
局
及
び
部
の
規
定
を
削
る
こ
と
と
す
る
こ
と
。

　

３　

庁
次
長
、
官
房
長
及
び
局
、
部
又
は
委
員
会
の
事
務
局
に

　
　

置
か
れ
る
次
長
並
び
に
庁
の
所
掌
事
務
の
一
部
を
総
括
整
理

　
　

す
る
職
（
法
律
で
国
務
大
臣
を
も
つ
て
そ
の
長
に
充
て
る
こ

　
　

と
と
定
め
ら
れ
て
い
る
庁
以
外
の
庁
に
置
か
れ
る
も
の
）
の

　
　

規
定
を
削
る
こ
と
。

　

４　

附
属
機
関
等
を
審
議
会
等
、
施
設
等
機
関
及
び
特
別
の
機

　
　

関
に
区
分
し
、
審
議
会
等
及
び
施
設
等
機
関
に
つ
い
て
は
、

　
　

政
令
で
定
め
る
こ
と
と
す
る
も
の
に
つ
い
て
の
規
定
を
削
る

　
　

こ
と
と
す
る
こ
と
。

　

５　

地
方
支
分
部
局
の
う
ち
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
単
位
と
し
て
置
か

　
　

れ
る
機
関
に
つ
い
て
、
個
別
の
名
称
、
位
置
、
管
轄
区
域
及



　
　
　

び
内
部
組
織
は
政
令
で
定
め
る
こ
と
と
し
、
こ
れ
ら
に
つ
い

　
　
　

て
の
規
定
を
削
る
こ
と
と
す
る
こ
と
。

　

（
二
）
各
省
庁
設
置
法
等
の
改
正
に
伴
い
、
こ
れ
に
関
連
す
る
諸
法

　
　

律
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
。

三
、
こ
の
法
律
は
、
昭
和
五
十
九
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

委
員
長
報
告

　
　

国
家
行
政
組
織
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
委
員
長
報
告
参

　

照
総
務
庁
設
置
法
案
（
閣
法
第
二
号
）
（
衆
議
院
送
付
）

五
八
、　

九
、　

八　

内
閣
提
出

九
、
二
〇　

衆
本
会
議
趣
旨
説
明

一
〇
、
一
一　

衆
可
決

一
一
、
一
八　

参
本
会
議
趣
旨
説
明

一
一
、
二
八　

参
可
決

要
旨

本
案
は
、
最
近
に
お
け
る
行
政
需
要
の
変
化
に
即
応
し
て
、
総
合

的
か
つ
効
率
的
な
行
政
の
推
進
を
図
る
た
め
、
臨
時
行
政
調
査
会
の

答
申
の
基
本
的
方
向
に
沿
つ
て
、
総
理
府
本
府
及
び
行
政
管
理
庁
の

組
織
と
機
能
を
統
合
再
編
成
し
、
総
理
府
の
外
局
と
し
て
総
務
庁
を

設
置
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

一
、
設
置
及
び
任
務

　

１　

総
理
府
の
外
局
と
し
て
、
総
務
庁
を
設
置
す
る
こ
と
。

　

２　

総
務
庁
は
、
行
政
の
総
合
的
か
つ
効
率
的
な
実
施
に
寄
与
す

　
　

る
た
め
、
人
事
行
政
に
関
す
る
事
務
、
行
政
機
関
の
機
構
、
定

　
　

員
及
び
運
営
に
関
す
る
事
務
そ
の
他
特
定
の
施
策
及
び
事
務
の

　
　

総
合
調
整
に
関
す
る
事
務
で
他
の
行
政
機
関
の
所
掌
に
属
し
な

　
　

い
も
の
並
び
に
行
政
機
関
の
業
務
の
監
察
、
恩
給
及
び
統
計
に

　
　

関
す
る
事
務
を
一
体
的
に
遂
行
す
る
こ
と
を
主
た
る
任
務
と
す

　
　

る
こ
と
。

二
、
所
掌
事
務
及
び
権
限

　

１　

各
行
政
機
関
が
行
う
国
家
公
務
員
等
の
人
事
管
理
に
関
す
る

　
　

方
針
、
計
画
等
の
総
合
調
整
等
人
事
行
政
に
関
す
る
事
務
、
行

　
　

政
制
度
一
般
に
関
す
る
基
本
的
事
項
の
企
画
、
行
政
機
関
の
機

　
　

構
、
定
員
及
び
運
営
の
総
合
調
整
等
組
織
・
定
員
管
理
に
関
す

　
　

る
事
務
、
各
行
政
機
関
の
業
務
に
つ
い
て
の
監
察
に
関
す
る
事



　
　

務
を
行
う
こ
と
。

　

２　

恩
給
を
受
け
る
権
利
の
裁
定
等
恩
給
に
関
す
る
事
務
の
ほ
か
、

　
　

統
計
制
度
の
基
本
的
事
項
に
関
す
る
企
画
そ
の
他
統
計
に
関
す

　
　

る
総
合
調
整
及
び
国
勢
調
査
そ
の
他
の
基
幹
的
統
計
調
査
の
実

　
　

施
等
統
計
に
関
す
る
事
務
を
行
う
こ
と
。

　

３　

交
通
安
全
対
策
、
老
人
対
策
、
地
域
改
善
対
策
事
業
、
青
少

　
　

年
対
策
及
び
北
方
対
策
な
ど
特
定
の
行
政
分
野
に
お
け
る
事
務

　
　

の
総
合
調
整
等
を
行
う
こ
と
。

三
、
組
織

　

Ｉ　

総
務
庁
の
長
は
、
総
務
庁
長
官
と
し
、
国
務
大
臣
を
も
つ
て

　
　

充
て
る
こ
と
。
総
務
庁
長
官
は
、
所
掌
事
務
に
関
し
、
各
行
政

　
　

機
関
の
長
に
対
し
、
資
料
の
提
出
及
び
説
明
を
求
め
、
ま
た
、

　
　

随
時
、
内
閣
総
理
大
臣
又
は
関
係
行
政
機
関
の
長
に
対
し
意
見

　
　

を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
ほ
か
、
監
察
を
行
う
た

　
　

め
必
要
な
範
囲
内
に
お
い
て
各
行
政
機
関
の
業
務
に
つ
い
て
実
地

　
　

に
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
な
ど
行
政
監
察
の
機
能
と
効

　
　

果
を
確
保
す
る
た
め
の
権
限
を
行
使
で
き
る
こ
と
。

　

２　

総
務
庁
に
、
公
務
員
制
度
審
議
会
を
置
く
ほ
か
、
特
別
の
機

　
　

関
と
し
て
、
青
少
年
対
策
本
部
及
び
北
方
対
策
本
部
を
置
き
、

　
　

そ
の
長
に
は
そ
れ
ぞ
れ
総
務
庁
長
官
た
る
国
務
大
臣
を
も
つ
て

　
　

充
て
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
地
方
支
分
部
局
と
し
て
、
管
区
行
政

　
　

監
察
局
、
地
方
行
政
監
察
局
等
を
置
き
、
行
政
機
関
の
業
務
の

　
　

監
察
、
行
政
相
談
等
の
事
務
を
分
掌
す
る
ほ
か
、
必
要
に
応
じ

　
　

行
政
機
関
の
機
構
、
定
員
及
び
運
営
に
関
す
る
調
査
等
の
事
務

　
　

を
分
掌
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

四
、
施
行
期
日

　
　

昭
和
五
十
九
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

委
員
長
報
告

　
　

国
家
行
政
組
織
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
委
員
長
報
告
参

　

照
総
理
一
府
設
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
案
（
閣
法
第
三
号
）
（
衆

議
院
送
付
）

五
八
、　

九
、

八　

内
閣
提
出

九
、
二
〇　

衆
本
会
議
趣
旨
説
明

一
〇
、
一
一　

衆
可
決

一
八　

一
八　

参
本
会
議
趣
旨
説
明

一
一
、
二
八　

参
可
決



要
旨

　
　

本
案
は
、
別
途
総
務
庁
設
置
法
案
に
お
い
て
、
総
理
府
本
府
及
び

　

行
政
管
理
庁
の
組
織
及
び
機
能
を
統
合
再
編
成
し
、
総
理
府
の
外
局

　

と
し
て
総
務
庁
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
こ
と
に
伴
い
、
総
理

　

府
本
府
の
組
織
及
び
機
能
の
整
序
を
図
る
た
め
、
所
掌
事
務
の
整
理
、

　

総
理
府
総
務
長
官
及
び
総
理
府
総
務
副
長
官
の
廃
止
、
審
議
会
等
の

　

各
省
庁
へ
の
移
管
等
の
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
行
政
管
理
庁
を

　

廃
止
す
る
ほ
か
、
関
係
法
律
の
規
定
の
整
理
等
を
行
お
う
と
す
る
も

　

の
で
あ
つ
て
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

一
、
総
務
庁
の
設
置
に
よ
り
、
総
理
府
本
府
か
ら
、
人
事
行
政
、
恩

　
　

給
及
び
統
計
に
関
す
る
事
務
並
び
に
交
通
安
全
対
策
、
老
人
対
策
、

　
　

地
域
改
善
対
策
事
業
、
青
少
年
対
策
及
び
北
方
地
域
に
関
す
る
事

　
　

務
の
総
合
調
整
等
に
関
す
る
事
務
を
総
務
庁
へ
移
管
す
る
こ
と
に

　
　

伴
い
、
総
理
府
設
置
法
等
の
関
係
法
律
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を

　
　

行
う
こ
と
。

　

二
、
行
政
管
理
庁
設
置
法
を
廃
止
す
る
こ
と
。

　

三
、
総
理
府
総
務
長
官
及
び
総
理
府
総
務
副
長
官
を
廃
止
す
る
こ
と

　
　

と
し
、
こ
れ
に
伴
い
、
内
閣
官
房
長
官
が
内
閣
総
理
大
臣
を
助
け

　
　

て
府
務
の
整
理
、
総
理
府
本
府
の
事
務
の
監
督
を
行
い
、
内
閣
官

　
　

房
副
長
官
は
内
閣
総
理
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
内
閣
官
房

　

長
官
を
助
け
、
さ
ら
に
、
総
理
府
に
総
理
府
次
長
を
置
き
、
内
閣

　

官
房
長
官
及
び
内
閣
官
房
副
長
官
を
補
佐
し
、
事
務
の
総
括
を
行

　

う
こ
と
と
す
る
こ
と
。

四
、
総
理
府
本
府
に
置
か
れ
て
い
る
審
議
会
等
の
う
ち
、
公
務
員
制

　

度
審
議
会
等
四
審
議
会
等
を
総
務
庁
へ
、
雇
用
審
議
会
等
十
審
議

　

会
等
を
労
働
省
等
八
省
庁
へ
そ
れ
ぞ
れ
移
管
す
る
こ
と
と
し
、
こ

　

れ
に
伴
い
、
雇
用
審
議
会
設
置
法
等
関
係
法
律
に
つ
い
て
所
要
の

　

改
正
を
行
う
こ
と
。

五
、
国
家
行
政
組
織
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
総

　

理
府
設
置
法
等
の
関
係
法
律
の
規
定
の
整
理
を
行
う
こ
と
。

六
、
本
法
律
は
、
総
務
庁
設
置
法
の
施
行
の
日
（
昭
和
五
十
九
年
七

　

月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

委
員
長
報
告

　
　

国
家
行
政
組
織
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
委
員
長
報
告
参

　

照
総
務
庁
設
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
四
号
）
（
衆
議

院
送
付
）



五
八
、　

九
、　

八　

内
閣
提
出

九
、
二
〇　

衆
本
会
議
趣
旨
説
明

一
〇
、
一
一　

衆
可
決

一
一
、
一
八　

参
本
会
議
趣
旨
説
明

一
一
、
二
八　

参
可
決

要
旨

　

本
案
は
、
昭
和
五
十
八
年
三
月
十
四
日
の
臨
時
行
政
調
査
会
の
第

五
次
答
申
を
踏
ま
え
つ
つ
地
方
支
分
部
局
の
整
理
再
編
成
の
一
環
と

し
て
、
府
県
単
位
機
関
の
う
ち
法
律
改
正
を
要
す
る
地
方
行
政
監
察

局
を
は
じ
め
三
機
関
に
つ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
つ
て
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
総
務
庁
の
地
方
行
政
監
察
局
、
公
安
調
査
庁
の
地
方
公
安
調
査

　

局
及
び
大
蔵
省
の
財
務
部
の
整
理
合
理
化
を
図
る
た
め
、
こ
れ
ら

　

を
そ
れ
ぞ
れ
行
政
監
察
事
務
所
、
公
安
調
査
事
務
所
及
び
財
務
事

　

務
所
と
改
め
、
所
要
の
現
地
事
務
を
処
理
さ
せ
る
こ
と
。

二
、
本
法
律
は
、
昭
和
五
十
九
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

委
員
長
報
告

　
　

国
家
行
政
組
織
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
委
員
長
報
告
参

照
行
政
事
務
の
簡
素
合
理
化
及
び
整
理
に
関
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
五
号
）

（
衆
議
院
送
付
）

五
八
、　

九
、　

八　

内
閣
提
出

九
、
二
〇　

衆
本
会
議
趣
旨
説
明

一
〇
、
一
一　

衆
可
決

一
一
、　

一
八　

参
本
会
議
趣
旨
説
明

一
一
、
二
八　

参
可
決

要
旨

　

本
案
は
、
昭
和
五
十
七
年
七
月
三
十
日
及
び
昭
和
五
十
八
年
三
月

十
四
日
に
臨
時
行
政
調
査
会
が
行
つ
た
行
政
改
革
に
関
す
る
第
三
次

答
申
及
び
第
五
次
答
申
に
係
る
規
制
及
び
監
督
行
政
の
適
正
化
、
国

と
地
方
公
共
団
体
の
機
能
分
担
の
合
理
化
等
の
指
摘
事
項
の
実
現
に

資
す
る
た
め
、
法
律
改
正
を
要
す
る
事
項
（
五
十
八
法
律
）
を
一
括

し
て
整
理
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
主
な
内
容
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
規
制
及
び
監
督
行
政
の
適
正
化
の
た
め
の
許
可
等
の
整
理
合
理



　

化
に
関
す
る
事
項
と
し
て
、
資
格
制
度
、
検
査
・
検
定
制
度
、
事

　

業
規
制
及
び
そ
の
他
の
分
野
に
係
る
許
可
等
の
事
務
に
つ
い
て
、

　

廃
止
、
規
制
の
緩
和
、
民
間
等
へ
の
委
譲
な
ど
の
合
理
化
を
行
う

　

こ
と
と
し
、
漁
船
法
の
一
部
改
正
に
よ
る
漁
船
の
登
録
の
簡
素
化
、

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
よ
る

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
士
の
試
験
事
務
の
民
間
団
体
へ
の
委
譲
そ
の
他
許

　

認
可
等
に
つ
い
て
二
十
六
法
律
を
改
正
し
て
三
十
九
事
項
（
廃
止
八
、

　

規
制
の
緩
和
十
四
、
権
限
の
委
譲
十
七
）
の
整
理
を
行
う
こ
と
。

二
、
国
と
地
方
公
共
団
体
の
機
能
分
担
の
合
理
化
の
た
め
の
事
項
と

　

し
て
、
地
方
公
共
団
体
の
長
等
に
委
任
さ
れ
て
い
る
国
の
事
務
に

　

つ
い
て
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
伴
い
必
要
性
の
乏
し
く
な
つ

　

て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
事
務
の
廃
止
又
は
縮
小
、
地
方
公
共
団
体

　

の
事
務
と
し
て
既
に
同
化
、
定
着
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
事
務

　

の
当
該
地
方
公
共
団
体
の
事
務
へ
の
移
行
、
都
道
府
県
知
事
の
事

　

務
の
市
町
村
長
へ
の
委
譲
な
ど
を
行
う
こ
と
と
し
、
興
行
場
法
の

　

一
部
改
正
、
住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
改
正
そ
の
他
機
関
委
任
事

　

務
に
つ
い
て
四
十
五
法
律
（
許
認
可
等
関
係
の
重
複
分
十
三
法
律

　

を
含
む
。
）
（
廃
止
及
び
縮
小
三
十
、
事
務
の
委
譲
四
、
団
体
事
務

　

化
十
一
）
を
改
正
し
て
整
理
を
行
う
こ
と
。

三
、
そ
の
他
所
要
の
経
過
措
置
を
行
う
こ
と
。

四
、
本
法
律
は
、
一
部
を
除
き
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

委
員
長
報
告

　
　

国
家
行
政
組
織
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
委
員
長
報
告
参

　

照
国
家
行
政
組
織
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
第
九
十
八
回
国
会
閣

法
第
三
九
号
）
（
衆
議
院
送
付
）

九
十
八
回
国
会　

五
八
、　

三
、
一
一　

内
閣
提
出

四
、
一
五　

衆
本
会
議
趣
旨
説
明

衆
継
続
審
査

九
十
九
回
国
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

衆
継
続
審
査

百　
　

回
国
会　
　
　
　

一
〇
、
一
一　

衆
修
正

一
一
、
一
八　

参
本
会
議
趣
旨
説
明

一
一
、
二
八　

参
可
決

要
旨

　
　

本
案
は
、
第
九
十
八
回
国
会
に
提
出
さ
れ
、
第
九
十
八
回
国
会
及

　

び
第
九
十
九
回
国
会
に
お
い
て
衆
議
院
で
継
続
審
査
と
な
り
、
第
百



回
国
会
に
本
院
に
送
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
つ
て
、
臨
時
行
政
調
査
会

の
「
行
政
改
革
に
関
す
る
第
三
次
答
申
」
に
沿
つ
て
、
行
政
需
要
の

変
化
に
即
応
し
た
効
率
的
な
行
政
の
実
現
に
資
す
る
た
め
、
行
政
機

関
の
組
織
編
成
の
一
層
の
弾
力
化
を
図
り
、
併
せ
て
行
政
機
関
の
組

織
の
基
準
を
更
に
明
確
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
主
な

内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
府
、
省
等
の
組
織
と
所
掌
事
務
の
範
囲
は
現
行
ど
お
り
法
律
で

　

定
め
る
と
い
う
原
則
は
維
持
し
つ
つ
、
府
、
省
等
に
配
分
さ
れ
た

　

行
政
事
務
を
所
掌
す
る
官
房
、
局
及
び
部
の
設
置
及
び
所
掌
事
務

　

の
範
囲
に
つ
い
て
は
政
令
で
定
め
る
こ
と
と
す
る
こ
と
。

二
、
府
、
省
、
委
員
会
及
び
庁
に
は
、
法
律
又
は
政
令
の
定
め
る
と

　

こ
ろ
に
よ
り
、
審
議
会
等
（
学
識
経
験
者
等
の
合
議
に
よ
り
処
理

　

す
る
こ
と
が
適
当
な
事
務
を
つ
か
さ
ど
ら
せ
る
た
め
の
合
議
制
の

　

機
関
）
及
び
施
設
等
機
関
（
試
験
研
究
機
関
、
検
査
検
定
機
関
、

　

文
教
研
修
施
設
等
）
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
ま
た
、

　

特
に
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
特

　

別
の
機
関
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

三
、
庁
次
長
、
官
房
長
及
び
局
、
部
又
は
委
員
会
の
事
務
局
に
置
か

　

れ
る
次
長
並
び
に
総
括
整
理
職
（
法
律
で
国
務
大
臣
を
も
つ
て
そ

　

の
長
に
充
て
る
こ
と
と
定
め
ら
れ
て
い
る
庁
以
外
の
庁
に
置
か
れ

　

る
も
の
）
の
設
置
は
政
令
で
定
め
る
こ
と
と
す
る
こ
と
。

四
、
政
府
は
、
少
な
く
と
も
毎
年
一
回
国
の
行
政
機
関
の
組
織
の
一

　

覧
表
を
官
報
で
公
示
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

五
、
当
分
の
間
、
府
、
省
及
び
法
律
で
国
務
大
臣
を
も
つ
て
そ
の
長

　

に
充
て
る
こ
と
と
定
め
ら
れ
て
い
る
庁
の
官
房
及
び
局
の
総
数
の

　

最
高
限
度
数
は
、
百
二
十
八
と
す
る
こ
と
。

六
、
こ
の
法
律
の
施
行
期
日
及
び
そ
の
施
行
に
伴
い
必
要
な
事
項
に

　

つ
い
て
は
、
別
に
法
律
で
定
め
る
こ
と
。

　

な
お
、
衆
議
院
に
お
い
て
、
次
の
二
点
に
つ
い
て
修
正
が
行
わ
れ

て
い
る
。

　

一
、
政
府
は
、
今
回
政
令
で
設
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
組
織
そ
の

　
　

他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
主
要
な
組
織
に
つ
き
、
そ
の
新
設
、
改
正

　
　

及
び
廃
止
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
状
況
を
次
の
国
会
に
報
告
し

　
　

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
す
る
こ
と
。

　

二
、
政
府
は
、
前
記
の
国
会
報
告
の
対
象
と
な
る
組
織
及
び
官
房
、

　
　

局
の
最
高
限
度
に
つ
い
て
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
か
ら
五

　
　

年
を
経
過
し
た
後
に
、
速
や
か
に
、
総
合
的
検
討
を
行
い
、
そ

　
　

の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。



委
員
長
報
告

　
　

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
六
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
行
政

　

改
革
に
関
す
る
特
別
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報

　

告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

ま
ず
、
各
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
そ
の
要
旨
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

国
家
行
政
組
織
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
は
、
臨
調
答
申
を

　

実
施
す
る
た
め
第
九
十
八
回
国
会
に
提
出
さ
れ
て
以
来
衆
議
院
で
継

　

続
審
査
と
な
り
、
第
百
回
国
会
に
お
い
て
本
院
に
送
付
さ
れ
た
も
の

　

で
あ
り
ま
す
。

　
　

本
法
律
案
は
、
府
、
省
等
の
官
房
、
局
、
部
の
設
置
及
び
所
掌
事

　

務
の
範
囲
並
び
に
庁
次
長
、
官
房
長
等
の
設
置
を
そ
れ
ぞ
れ
政
令
で

　

定
め
る
こ
と
と
す
る
と
と
も
に
、
各
省
庁
等
に
は
、
法
律
ま
た
は
政

　

令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
審
議
会
等
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
も
の

　

と
す
る
こ
と
、
当
分
の
間
、
府
、
省
及
び
大
臣
庁
の
官
房
、
局
の
総

　

数
の
最
高
限
度
を
百
二
十
八
と
す
る
こ
と
、
政
府
は
、
少
な
く
と
も

　

毎
年
一
回
、
国
の
行
政
機
関
の
組
織
の
一
覧
表
を
官
報
で
公
示
す
る

　

こ
と
等
の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　

な
お
、
衆
議
院
に
お
い
て
、
本
法
律
案
に
対
し
、
今
回
政
令
で
設

　

置
さ
れ
る
組
織
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
主
要
な
組
織
に
つ
き
、
そ
の

　

新
設
、
改
正
及
び
廃
止
の
状
況
を
次
の
国
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
、
国
会
報
告
の
対
象
と
な
る
組
織
及
び
官
房
、

局
の
最
高
限
度
に
つ
い
て
、
本
法
律
の
施
行
の
日
か
ら
五
年
を
経
過

し
た
後
に
、
速
や
か
に
総
合
的
検
討
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い

て
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
等
に
つ
い
て
修
正
が
行
わ
れ
て
お

り
ま
す
。

　

次
に
、
国
家
行
政
組
織
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う

関
係
法
律
の
整
理
等
に
関
す
る
法
律
案
は
、
国
家
行
政
組
織
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を
昭
和
五
十
九
年
七
月
一
日
と
定

め
る
と
と
も
に
、
同
法
の
施
行
に
伴
っ
て
、
各
省
庁
設
置
法
等
関
係

法
律
二
百
三
件
に
つ
い
て
必
要
な
整
理
等
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　

次
に
、
総
務
庁
設
置
法
案
は
、
臨
調
答
申
の
基
本
的
方
向
に
沿
っ

て
総
理
府
本
府
及
び
行
政
管
理
庁
の
組
織
と
機
能
を
統
合
再
編
成
し
、

総
理
府
の
外
局
と
し
て
総
務
庁
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り

ま
し
て
、
総
務
庁
の
長
は
総
務
庁
長
官
と
し
、
国
務
大
臣
を
も
っ
て

充
て
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
総
理
府
設
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
案
は
、
総

務
庁
の
設
置
に
伴
い
、
総
理
府
本
府
の
組
織
及
び
機
能
の
整
序
を
図

る
た
め
、
所
掌
事
務
の
整
理
、
総
理
府
総
務
長
官
及
び
総
理
府
総
務

副
長
官
の
廃
止
、
審
議
会
等
の
各
省
庁
へ
の
移
管
等
の
措
置
を
講
ず



る
と
と
も
に
、
行
政
管
理
庁
を
廃
止
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。

　

次
に
、
総
務
庁
設
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
は
、
臨
調

答
申
を
踏
ま
え
つ
つ
、
地
方
支
分
部
局
の
整
理
合
理
化
の
一
環
と
し

て
、
総
務
庁
の
地
方
行
政
監
察
局
、
公
安
調
査
庁
の
地
方
公
安
調
査
局

及
び
大
蔵
省
の
財
務
部
を
そ
れ
ぞ
れ
行
政
監
察
事
務
所
、
公
安
調
査

事
務
所
及
び
財
務
事
務
所
と
改
め
、
所
要
の
現
地
事
務
を
処
理
さ
せ

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
行
政
事
務
の
簡
素
合
理
化
及
び
整
理
に
関
す
る
法
律
案

は
、
臨
調
の
第
三
次
答
申
及
び
第
五
次
答
申
に
係
る
規
制
及
び
監
督

行
政
の
適
正
化
、
国
と
地
方
公
共
団
体
の
機
能
分
担
の
合
理
化
等
の

指
摘
事
項
の
実
現
に
資
す
る
た
め
、
五
十
八
法
律
を
改
正
し
、
関
係

行
政
事
務
の
簡
素
合
理
化
及
び
整
理
を
一
括
し
て
行
お
う
と
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　

委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
中
曽
根
内
閣
総
理
大
臣
を
初
め
全
大

臣
の
出
席
を
求
め
て
質
疑
を
行
う
と
と
も
に
、
参
考
人
と
し
て
土
光

臨
時
行
政
改
革
推
進
審
議
会
会
長
及
び
瀬
島
同
審
議
会
委
員
か
ら
意

見
の
聴
取
を
行
う
な
ど
、
慎
重
な
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

質
疑
の
主
な
内
容
は
、
政
治
倫
理
の
確
立
方
策
を
初
め
、
増
税
な

き
財
政
再
建
の
堅
持
と
税
制
調
査
会
の
中
期
答
申
と
の
関
連
、
今
回

の
減
税
施
策
が
景
気
浮
揚
に
及
ぼ
す
影
響
、
行
政
組
織
規
制
の
弾

力
化
と
国
会
審
議
権
と
の
関
係
、
中
央
省
庁
等
の
今
後
の
統
廃
合
方

針
、
総
務
庁
の
設
置
と
財
政
効
果
の
有
無
、
さ
ら
に
日
米
首
脳
会
談

と
わ
が
国
の
安
全
保
障
の
あ
り
方
の
ほ
か
、
物
価
、
雇
用
、
医
療
、

教
育
問
題
等
広
範
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
詳
細
は
会

議
録
に
よ
っ
て
御
承
知
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
昨
日
、
委
員
会
は
質
疑
を
終
局
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
こ
の
後
、

日
本
共
産
党
提
出
の
田
中
委
員
長
、
す
な
わ
ち
私
に
対
す
る
不
信
任

動
議
が
提
出
さ
れ
、
近
藤
忠
孝
委
員
よ
り
説
明
が
あ
り
、
次
い
で
採

決
の
結
果
、
本
動
議
は
起
立
少
数
を
も
っ
て
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
い
で
、
各
法
律
案
に
つ
い
て
一
括
討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、

日
本
社
会
党
を
代
表
し
て
稲
村
委
員
が
反
対
、
自
由
民
主
党
・
自
由

国
民
会
議
を
代
表
し
て
成
相
理
事
が
賛
成
、
日
本
共
産
党
を
代
表
し

て
神
谷
理
事
が
反
対
、
公
明
党
・
国
民
会
議
を
代
表
し
て
中
野
理
事

が
賛
成
、
参
議
院
の
会
を
代
表
し
て
青
木
委
員
が
反
対
、
民
社
党
・

国
民
連
合
を
代
表
し
て
抜
山
委
員
が
賛
成
の
旨
、
そ
れ
ぞ
れ
意
見
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

次
い
で
、
順
次
採
決
の
結
果
、
以
上
の
六
法
律
案
は
い
ず
れ
も
賛

成
多
数
を
も
っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま

し
た
。



　
な
お
、
六
法
律
案
に
対
し
、
自
由
民
社
党
・
自
由
国
民
会
議
、
公

明
党
・
国
民
会
議
、
民
社
党
・
国
民
連
合
及
び
新
政
ク
ラ
ブ
の
共
同

提
案
に
係
る
附
帯
決
議
案
が
提
出
さ
れ
、
多
数
を
も
っ
て
当
委
員
会

の
決
議
と
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。




